
 

 

令和４年度枚方市こども夢基金活用事業報告 

事業名 担当課 事業内容 

1000 人で大合唱 広報プロモ

ーション課 

〇概要 

市テーマソング「この街が好き」を通して市民等の市への愛着を深め、行

政と市民等が一体となり市の魅力をさらに高めるとともに、コロナウイル

スの発生で“他者との繋がり”が希薄となったこの時代に、子供たちに改

めてその“繋がり”を認識する一つの大きな舞台を作り上げ地域力・団結

力を高めるとともに SDGs の目標の一つである“パートナーシップで目

標を達成しよう”に倣い、子どもたちが様々な方々と共同で合唱すること

で、多様な気づきを得られる場となるイベントを開催。 

また、友好都市である世界の国々や日本各地の人々との繋がりを意識する

とともに、手話やボディ－パーカッションなど、参加者それぞれの自由な

スタイルで「この街が好き」を楽しめる多様性を重視した内容をイベント

に盛り込みました。お笑い芸人の浅越ゴエさんやピアノタレントのまなま

るさん、PR大使上田和寛さん、市内若手アーティストによるライブステ

ージなど、合唱ではない部分でも楽しめる１日となった。 

またイベントの配信も実施しイベント終了後１ヵ月間アーカイブを残し

最終的に 1万 2000人以上の視聴回数を獲得した。 

 

〇開催日時・参加人数 

令和 5年 1月 7 日（土） 

枚方市総合文化芸術センター関西医大大ホール 

 

全体参加者（出演者含む）：1,309名 

↳うち 20 代未満の若者参加者数：450名 

 

〇基金繰入額 

5,257,100 円 

 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

文化芸術アドバイ

ザー事業（コミュ

ニケーション授

業） 

文化生涯学

習課 

〇概要 

子どもたちのコミュニケーション能力の向上を図るため、枚方市文化芸

術アドバイザーで劇作家・演出家の平田オリザ氏を講師に迎え、演劇手法

を用いた授業を実施した。対象は小学 6 年生で、演劇のシナリオを活用

し、「どのように表現すれば伝わりやすいか」を、グループで創意工夫を

凝らして取り組み、表現の楽しさや、コミュニケーションの大切さを体験

するもの。 

 

〇開催日時・参加人数 

市立 12小学校（19 日間）で 6 年生（計 990人）を対象に実施。 

※平田オリザ氏主宰の劇団「青年団」俳優、金城学院大学非常勤講師 

 

〇基金繰入額 1,600,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 クラス数 日程 講師 

 
樟葉西 2 5 月 2 日（月） 平田オリザ氏 

 
西長尾 2 5 月 6 日（金） 平田オリザ氏 

 菅原 3 
5 月 11日（水） 

平田オリザ氏 

 
5 月 12日（木） 

 津田 3 
5 月 19日（木） 

平田オリザ氏 

 
5 月 20日（金） 

 
山田 1 5 月 27日（金） 平田オリザ氏 

 香里 4 
6 月 1 日（水） 

平田オリザ氏 

 
6 月 2 日（木） 

 
樟葉北 2 7 月 13日（水） 村井まどか氏※ 

 樟葉 3 
7 月 14日（木） 

村井まどか氏※ 

 
7 月 15日（金） 

 
津田南 5 

10 月 12日（水） 

平田オリザ氏 
 

10 月 13日（木） 

 
10 月 14日（金） 

 
明倫 2 10 月 20日（木） 平田オリザ氏 

 船橋 3 
11 月 29日（火） 

村井まどか氏※ 

 
11 月 30日（水） 

 
招提 2 2 月 3 日（金） 平田オリザ氏 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

アウトリーチ事業 文化生涯学

習課 

〇概要 

枚方市アーティストバンクに登録している本市ゆかりの若手アーティ

ストを小学校へ派遣し、音楽や舞踊（ダンス）公演の鑑賞や体験を通して、

子どもたちに多様な気づきの機会を提供した。対象は小学５・6年生で、

子どもたちに本物の文化芸術に触れる機会を充実させ、若手アーティスト

への活躍の場の提供・育成を図るもの。 

 

〇開催日時・参加人数 

市立 27小学校（20 日間）で５・６年生（計 3,125 人）を対象に実施。 

 

 

〇基金繰入額 1,873,000 円 

 

実施日 小学校 アーティスト 

9 月 14 日㈬ 山田東 Duo piacere 

10 月 19 日㈬ 桜丘 市川まや 

  31 日㈪ 蹉跎西 etroisle 

11 月 4 日㈮ 桜丘北 epililas 

  8 日㈫ 枚方 etroisle 

  9 日㈬ 招提 Grazioso 

10 日㈭ 
牧野 Marimba cantabile 

香陽 Marimba cantabile 

  11 日㈮ 平野 Grazioso 

  14 日㈪ 津田 市川まや 

  17 日㈭ 田口山 epililas 

18 日㈮ 樟葉 duo hutaba 

24 日㈭ 
明倫 pannna cotta 

伊加賀 SUNNY HOOD ALL STARs 

29 日㈫ 
禁野 duo hutaba 

交北 duo hutaba 

  30 日㈬ 船橋 Clax カルテット 

12 月 5 日㈪ 樟葉西 pannna cotta 

  22 日㈭ 
五常 Clax カルテット 

藤阪 duo hutaba 

1 月 12 日㈭ 

蹉跎東 Duo piacere 

菅原 pannna cotta 

香里 SUNNY HOOD ALL STARs 

菅原東 SUNNY HOOD ALL STARs 

  13 日㈮ 蹉跎 epililas 

 １月 26 日㈭ 殿山第二 藤間皓也 

2 月 20 日㈪ 津田南 藤間皓也 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

オーケストラ鑑賞

事業 

文化生涯学

習課 

〇概要 

市内の全 19 市立中学校の 1 年生を対象としたフルオーケストラ鑑賞

を枚方市総合文化芸術センター大ホールで実施した。馴染みのあるポピュ

ラーな選曲で、関西拠点のプロオーケストラの中で最も古い歴史を持ち、

公演数、年間総入場者数のいずれからみても関西の文化芸術を牽引し、平

成 30 年度に連携協定を締結した「大阪フィルハーモニー交響楽団」によ

るコンサート。小学校でのアウトリーチ体験を経て、中学在学中に芸術ホ

ールでの本格的な公演を体験することで、ホール公演の迫力や素晴らしさ

に直に触れる機会とする。 

 

〇日時・参加人数・開催場所など 

日時：令和 5 年 2 月 6日・7日 

場所：枚方市総合文化芸術センター 関西医大 大ホール 

対象：市内全 19市立中学校１年生（3,237人） 

 

〇基金繰入額 6,025,000 円 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

ひらかたジュニア

ブラスバンド事業 

文化生涯学

習課 

〇概要 

 公募の中高生による吹奏楽団を結成し、総合文化芸術センターにてプロ

の指導による練習を重ねることで、吹奏楽に関心のある子どもたちの演奏

技術を高めるとともに、同センターでの発表機会の創出や、同センターで

公演するプロとの交流の場（ワークショップなど）をもつことにより、子

どもたちの夢を育み、将来の文化芸術を担う人材を育成するもの。 

 

〇日時・参加人数・開催場所など 

令和４年 11 月から全 10 回の練習を経て、令和 5 年 2 月 19 日に枚

方市総合文化芸術センター 関西医大 大ホールで演奏会を実施。 

486 人（ブラスバンド所属メンバー数及び 2月 19 日公演観客数） 

 

〇基金繰入額 4,140,000 円 

 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

スポーツチャレ

ンジフェスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振

興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇概要 

運動の得意不得意、性別や年齢、障害の有無などに関わらず同じルー

ルで、スポーツを楽しむことができるウィルチェアスポーツなどの新

しいスポーツの体験会を行った。スポーツを楽しむことを目的に、普

段体験したことがない新しいスポーツを体験することで、子どもたち

が自分の可能性を広げることができ、多様な子ども同士の交流を通じ

て、将来の人間形成に役立つ内容とした。 

また、パラアスリートである中西麻耶選手の講演会を通じて、夢を

持つことの大切さや挑戦する気持ち、壁を乗り越える秘訣を学んだ。 

〇内容 

①中西選手による講演会 

②シッティングバレーボール体験 

③ウェルチェアソフトボール体験 

 

〇開催日時 

令和５年２月 11 日(土) 

 

〇開催場所 

ひらかたパーク イベントホール 

 

〇参加人数 

149 人 

 

〇基金繰入額 

1,896,000 円 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

SOMPO ボール

ゲームフェスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振

興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇概要 

幼少期に必要な動作を取り入れた親子で取り組めるあそび・トップ

アスリートによる指導のもと４種目のボール競技を体験する。手足を

使い基礎的な運動能力アップができ、今まで経験したことがない競技

の体験を通じてスポーツへの興味関心を高める内容。 

①サッカー 

②バレーボール 

③ホッケー 

④ラグビー 

 

〇開催日時 

令和４年８月 13 日(土) 

 

〇開催場所 

KTM 河本工業総合体育館 

 

〇参加人数 

109 人 

 

〇基金繰入額 

69,203円 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

大相撲巡業 スポーツ振

興課 
 

 

 

 

 

 

〇概要 

日本相撲協会が実施する令和４年秋巡業「大相撲枚方場所」が、KTM

河本工業総合体育館において開催された。日本相撲協会では、巡業の

目的として、「青少年健全育成」を掲げており、今回、市内の小・中学

生と保護者を招待するプロスポーツ交流促進事業（大相撲巡業）を、

こども夢基金を活用して実施した。子どもたちが、国技である相撲を

間近に観る機会を設けた。 

 

〇開催日時 

令和４年 12月 12 日(月) 

 

〇開催場所 

KYM河本工業総合体育館 

 

〇参加人数 

199 人 

 

〇基金繰入額 

1,200,000 円 

 

 

 

 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

ダイコロ枚方市

武道際 

スポーツ振

興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇概要 

普段体験する機会の少ない武道について、模範演技の観覧や体験を通

して関心を高めるきっかけとするとともに、世界大会等で活躍する選

手の姿から「自分にもできる」と希望を持ち、子どもたちの夢や憧れ

を育む事業として、広く本市のスポーツ振興を推進するために、下記

のプログラムを実施した。 

〇内容 

①模範演技の観覧(柔道、空手、少林寺拳法、相撲、スポーツチャンバ

ラ、日本拳法、太極拳、薙刀、合気道、居合道) 

②各武道の体験会(柔道、空手、少林寺拳法、相撲、スポーツチャンバ

ラ、日本拳法) 

※ゲスト 

柔道：大野将平、空手道：西村拳、相撲：池田真之、日本拳法：山北

清史、スポーツチャンバラ：竹中優生、少林寺拳法：早川毅 

③アスリートによるトークショー 

④その他(業務趣旨に沿った体験・展示等) 

 

〇開催日時 

令和５年３月 18 日(土) 

 

〇参加人数 

570 人 

 

〇基金繰り入れ額 

1,569,894 円  



 

 

事業名 担当課 事業内容 

「子どもを守る条

例」啓発事業 

子ども青少

年政策課 

○事業概要    

「子どもが笑顔で健やかに成長できるまち」をめざして制定された「子

どもを守る条例」に則り、すべての子どもが笑顔になれるイベントとして

「HIRAKATA子どもすまいるプロジェクト」を企画。 

「子どもを守る条例」の理念である、様々な分野の主体が協力して子ど

もを第一に考える社会になっていくよう、また、子どもが主体的に参加し

たり、様々な体験を通じて夢を育めるイベントとなるよう、思いを込めた。 

サイバーボッチャやセンサリールーム等、民間事業者、大阪府、ニュー

スポーツ推進委員、他部署等、様々な方と協力し、９つのブースを用意。 

すべてのブースをまわり、キーワードのシールを集めると景品がもらえ

るキーワードラリーも実施。 

また、会場には大阪万博のキャラクター「ミャクミャク」や枚方市公式キ

ャラクターの「ひこぼしくん」、枚方市観光協会からは「くらわんこくん」

も登場し、記念撮影などで賑わい、年齢、性別、障害の有無などに関わら

ずたくさんの人が楽しめるイベントとなった。 

 

○開催日時   

令和５年２月１１日（祝土）午前１０時～午後４時  

 

○来場者数や受講者数 

805 人    

 

○基金繰入額（決算額） 

2,659,183 円 

 

 

 

▲子どもを守る条例のパネル展示とメッセージボード（市民の方に笑顔に

なるときはどんなときかメッセージを書いてもらいました。） 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

   

 
▲パラリンピックの選手の目線が３６０度体験できる VR体験のブース 

（株式会社リクルートとの公民連携事業。VR スコープのキットを組み立

て、体験後は自宅でも楽しめるように持って帰ってもらいました。） 

 

 

 
▲人間が持つ７感を刺激し、癒し空間を体験できるセンサリールーム 

（パナソニック株式会社との公民連携事業） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

 

 
▲サイバーボッチャ（パラリンピック競技のボッチャに、最先端のセンシ

ング技術、プロジェクションによる美しい演出､ゲーム進⾏と⾳の連動な

どが搭載されたもの。年齢、性別、障害の有無に関わらず楽しめるのでた

くさんの人に喜んでいただきました。） 
 

 
▲ニュースポーツ体験 

競技：ボッチャ、モルック、カーリンコン、輪投げ 

（本来の大きさのコートで実際にボッチャの試合を体験してもらった

り、ニュースポーツ推進委員の方にモルックやカーリンコンを教えてもら

ったりできるコーナーで、大人も子どもも盛り上がりました。） 

 

 
▲体力測定ブース（上体起こし、前屈、立ち幅跳び、反復横跳び等にチャ

レンジできるコーナーで、子どもだけでなく大人の方も本気になってしま

う大人気ブースでした。） 
 

 

 

 



 

 

事業名 担当課 事業内容 

 

 
▲政策推進課によるＳＤＧｓと万博のブース（大阪万博にちなみ、ひらか

た万博事業のひとつでもあった今回のイベント。ＳＤＧｓの取り組みを参

加されたの皆さんに宣言してもらい、メッセージボードに貼ってもらいま

した。） 
 

 
▲障害企画課による手話体験ブース 

（スポーツに関係する手話のクイズなどを行いました。） 

 

 

 


